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■ 概 要 

★ ﾛｰｶﾙ又はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上のNTPｻｰﾊﾞｰに接続して、時刻ﾃﾞｰﾀを受信して動作、日時を正確に 

表示する時計のｷｯﾄです。 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続する LAN ｹｰﾌﾞﾙと電源を接続するだけで、即使用可能です。 

★ 時刻参照元として、下記の時刻源が使用できます。 

      SNTP： 同一ネットワーク内またはインターネット上の任意(S)NTPサーバー  

★ IP アドレスなどのパラメータは、DHCPサーバーにより取得します。(固定不可) 

★ 付属の 16文字×2行の液晶表示器に、年月日時刻及び各情報を表示します。 

ｵﾌﾟｼｮﾝで、8桁の 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ LED ﾓｼﾞｭｰﾙ表示器を液晶に換えてｵﾝﾎﾞｰﾄﾞで表示できます。 

7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器は、6P ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙで延長が可能。この場合液晶と同時使用可能です。 

又、7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器はｽｲｯﾁ操作にて、日付/時間表示を切り替える事が可能です。 

更に、7ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器のIN/OUTｺﾈｸﾀを使用して2台連結すると、日付/時刻の同時表示 

が可能となります。 

★ MACアドレスは 93C46 より読み出します。(書換えはできません) 

★ 1CHのｳｲｰｸﾘｰ・ﾀｲﾏｰ内蔵で、ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀとﾘﾚｰ接点出力が使用出来ます。 

ON/OFFする時,分,秒に加え、曜日指定(当社初)が可能となりました。 ﾀｲﾏｰｾｯﾄは、 

ﾎﾞｰﾄﾞ上のｽｲｯﾁ操作でｾｯﾄ可能です。設定内容は電源を切っても消えません。 

★ 内部動作監視タイマ(ウォッチドッグタイマ)により、万一の暴走時には自動でリセット。 

★ 一般的なWeb ブラウザにて、接続先設定が可能です。(InternetExplorer 推奨) 

★ ﾌﾞﾗｳｻﾞにてﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定画面にて時刻参照するNTPサーバ(2 ｹ所)のｱﾄﾞﾚｽ設定(ﾃﾞﾌｫﾙﾄは、

NICT と民間NTPが設定されていますので、何もしなくても接続します) 設定ができます。 

★ 当キットのﾏﾆｭｱﾙ、回路図は、下記当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからも入手可能です。 

           「 http://www.tristate.ne.jp/ntpclock01/ntpclock01.htm 」 

        又、ｷｯﾄ該当ﾍﾟｰｼﾞでは、製作の参考と成る写真や追加、変更情報等を見ることが出来ますので、 

是非ご参照ください。 

 ■ キット緒元 

CPU AVR  Atmega328P, 19.6608MHz clock 

LAN ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ ENC28J60 REV:06 

時刻表示 16桁 2行 青色ﾊﾞｯｸ白抜き液晶表示器 24時間表示のみ 

ｵﾌﾟｼｮﾝ： SPI接続8桁7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ LED ﾓｼﾞｭｰﾙ表示器 秋月電子[I-06681] 接続可

参照時刻源 ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上又は Local の(S)NTPサーバー 

・ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ製 NTP ｻｰﾊﾞｰ･ｷｯﾄ   

タイマー機能 1CH 出力： O.C.(ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ) max 50V/0.15A /ﾘﾚｰ C接点(N.C. N.O. COM)

ﾘﾚｰ接点容量： max １Ａ ２４ＶＤＣ／０．５Ａ １２５ＶＡＣ 

電   源 DC12V、1A  推奨：12V1A ｽｲｯﾁﾝｸﾞＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(中芯＋ 2.1mm)別途 

秋月電子 [M-1804] GF12-US1210 DC12V1A 

基板寸法 70mmx120mm 1.6t 両面ｶﾞﾗｽ、ﾚｼﾞｽﾄ、ｼﾙｸ ｽﾙﾎｰﾙ基板 

                                   

        注  意  
当キットの製作は、 必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・ 両面ｽﾙﾎｰﾙ基板を使用しています、間違ってﾊﾝﾀﾞ付けすると取り外しに専用工具が 

必要な場合があります。    

回路図、組み立て説明、実体図を参考に十分に注意してﾊﾝﾀﾞ付けしてください。 

＜免責事項＞  

当キットを使用する事、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め如何なる 

ものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■ ＮTP時計ｷｯﾄ部品表 

名称 基板上記号 実装 型番値 必数 Description 

IC U4 ● ATmega328P-AU 1CPU 

  U5 ● ENC28J60/SS 1LAN ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ Microchip 

  U1   NJM7805FA 15V3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

  U3   R-78E5.0-0.5 15V ｽｰﾊﾟｰ 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 7seg用 

  U2 ● NJM2391DL1-33 13.3V3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

  U6   93C46 1MAC書込済 EE-PROM 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ Q1,2,3 ● 2SC2712 3汎用ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1   AM1510 1逆接続防止  

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D6 ● SC016 1ｻｰｼﾞ吸収 

LED D2,3 ● OSYG1608 2緑 LED 電源,READY 

  D4 ● OSYL1608 1黄 LED SYNC  

  D5 ● OSHR1608 1赤 LED ﾀｲﾏｰ出力 

X'TAL X2   ２５ＭＨｚ 1HC-49US 

  X1   19.6608MHz 1HC-49US 

コンデンサ C1,5,9   100μF/16V 3電解 

  C2,6   47μＦ/16V 2電解 

  C15   10μF/50V 1電解 

  C3,4,7,8,10,11,14,16 ● 0.1μF(104) 15積層ｾﾗﾐｯｸ・ﾁｯﾌﾟ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

  C17,C20-25       

  C12,13,18,19 ● 22PF 4   〃  

抵抗 R22 ● 1MΩ 1ﾁｯﾌﾟ抵抗 

  R3 ● 47KΩ  1   〃 

  R5,6,7,8 ● 10KΩ 4   〃  

  R4,9,12,25 ● 4.7KΩ  4   〃  

  R13 ● 2.2KΩ 1   〃  

  R23,24 ● 1KΩ 2   〃  

  R1 ● 560Ω 1   〃  

  R10 ● 330Ω 1   〃  

  R20,21 ● 220Ω 2   〃  

  R11,26 ● 100Ω 2   〃  

  R14 ● 2.2KΩ※ 1   〃  2.32k合成 

  R15 ● 120Ω※ 1   〃  2.32k合成 

  R16-19 ● 51Ω 4   

SＷ SW2,3   汎用ﾀｸﾄｽｲｯﾁ黄色 2UP/RIGHT 

  SW1   汎用ﾀｸﾄｽｲｯﾁ赤色 1RESET 

  SW4   汎用ﾀｸﾄｽｲｯﾁ青色 1SET 

  SW5   ｽﾗｲﾄﾞｽｲｯﾁ 17seg用Time/Date切り替え 

LAN ｺﾈｸﾀ CN4   J0011D21B 1ﾄﾗﾝｽ内蔵RJ45 

DCジャック CN1   MJ-179 1内芯2.1mm ﾌﾟﾗｸﾞ用  

IC ｿｹｯﾄ (U6)   8P-DIP 193C46用 

LCD 液晶表示器 LCD1   SC1602BBWB-XA-G 116桁 2行白抜き青ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付 

半固定抵抗 VR1   10KΩ/B 1LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用  

ﾌｪﾗｲﾄ･ﾋﾞｰｽﾞ FB1 ● BLM18BD470SH1 1村田製作所 

リレー RL1A,B   Y14H-1C-5DS 11回路C接点 DC5V  

ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ     1X20 ｵｽ 1必要分ｶｯﾄして使用 余ります 

  (LCD2)   1X5 ﾒｽ 1LCD用  

  LCD1   2X7 ｵｽ 1LCD基板側  

  (LCD1)   2X7 ﾒｽ 1LCD用  

      ２ｘ40 ｵｽ  1必要分ｶｯﾄして使用 余ります 

  CN3,CN7   2x5 ﾒｽ 2ｵﾌﾟｼｮﾝ 7SEG用 

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝ JP1     1   

専用基板 TS-NTP-clock01     1   

                             ● の部品は、工場出荷時基板に実装済みです 
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■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数量をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、部品表等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  ﾊﾝﾀﾞ付け後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

 

■ 向きが有り間違えやすい部品                     

                                        ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて 

居ます。図の部品には注意して下さい。 

部品表の部品番号と基板上にｼﾙｸ印刷された 

部品番号の所に印刷された形状等に合わせて 

取り付けます。  

後頁に基板実体図も用意していますので併せて 

参考にして下さい。 

■ 基  板 

    基 板  寸 法：   70mm x 120mm 

    部品実装後高さ： ﾊﾝﾀﾞ面部品ﾄｯﾌﾟ～部品面部品ﾄｯﾌﾟ 14mm  

    材       質： ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ、1.6mm厚、 

両面ｽﾙﾎｰﾙ、両面緑ﾚｼﾞｽﾄ、両面白ｼﾙｸ 

 

    四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法：  60mm x 110mm 3.5mmΦ 

 

■ 組み立て 

  基本的には背の低い部品よりﾊﾝﾀﾞ付けしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞ付けすると外しにくい為、十二分に確認してからﾊﾝﾀﾞ付けする事をお勧めいたします。 

１． 組み立てにあたって、前のページに有ります部品表と部品を確認します。 部品表に有る［基板上記号］ 

の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品から取付けて行 

きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してﾊﾝﾀﾞ付けしてください。 このｷｯﾄに使用しています基 

板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなければならない場合 

があるからです。良く確認してからﾊﾝﾀﾞ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、U4のCPU,U2の3.3V3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ、U5のLANｺﾝﾄﾛｰﾗｰ,Q1-3の3個のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ、D2-5

の 4 個の LED ﾗﾝﾌﾟ、19 個のﾁｯﾌﾟ･ｺﾝﾃﾞﾝｻ、R1-26 の 25 個全てのﾁｯﾌﾟ抵抗、これらの 54 個の部品は既に

機械で実装されています（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。 

３． 組み立てでﾊﾝﾀﾞ付けする部品は、27個有りますが、注意して組み立ててください。   

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、EE-PROM(U6)用 IC ｿｹｯﾄ、U1の 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰ 

ﾀｰ NJM7805、X2の 25MHz と X1の 19.6608MHz ｸﾘｽﾀﾙ.、D1のﾌﾞﾘｯﾁﾞ・ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(基板に密着して取り付け)、 

ﾀｸﾄｽｯﾁ(SW1-4、SW1=赤色、SW2,3=黄色、SW4=青色),SW5のｽﾗｲﾄﾞｽｲｯﾁ、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ(値と向きに注意) 

VR1半固定抵抗、RL1のﾘﾚｰ、U3のｽｰﾊﾟｰ 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ、を順番に取り付けます。 

    向きの有る部品に注意します。（前述の向きがあり間違えやすい部品と基板実体図とを併せて参照下さい） 

４．  CN4の LAN ｺﾈｸﾀ、CN1電源用DC ｼﾞｬｯｸ、を順に取り付けます。 

５．   CN2,7,5,6 のﾍｯﾀﾞｰ･ﾋﾟﾝは 1X20,2X40 ｵｽを必要分ｶｯﾀｰで切り出し取り付けます。CN3は 2X5 の   

ﾒｽを基板両側に 2個ﾊﾝﾀﾞ付けします。(実体図参照)   IC ｿｹｯﾄに U4の 93C46 を差込みます。 

６．   液晶用2X7 ﾀﾞﾌﾞﾙと 1X5 ｼﾝｸﾞﾙ・ﾍｯﾀﾞｰを基板上のLCD1 と LCD2にﾊﾝﾀﾞ。液晶表示器には2X7、1X5のｿｹｯ 

ﾄをﾊﾝﾀﾞします。(実体図、及び当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご参照ください。) 出来たら LCDをｾｯﾄします。 
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７．   完成しましたら、電源を入れる前に部品のとり違え、取り付け向き、短絡が無いか十分回路を目視点検を 

行ってから電源を投入してください。  

電源は、基板右上のDC ｼﾞｬｯｸから内心2.1mm[+]のﾌﾟﾗｸﾞを持つｽｲｯﾁﾝｸﾞ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰから供給します。 

電源の電圧は、ＤＣ(直流)+12Ｖです、念の為、ﾃｽﾀｰが有れば「電源電圧」と「電源電流」を計測してく 

ださい。 電源投入時、約190ｍＡ前後程度ですから、これ以上に極端に流れた場合は、即電源を切り、 

もう一度ｼｮｰﾄ、部品の取り付けﾐｽが無いか点検してください。U3のｽｰﾊﾟｰ 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰはｵﾌﾟｼｮﾝの 

7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器用です。(P5のｵﾌﾟｼｮﾝ参照) 

推奨する電源は、秋月電子 [M-1804] GF12-US1210 DC12V1A をお勧めいたします。   

８．  最後に、液晶表示器のｺﾝﾄﾗｽﾄ調整をVR1ﾎﾞﾘｭｰﾑを右時計方向へ回し、文字がはっきりする様調整します。 

 

＜以上で組み立ては完了です＞ 

 

 

■ 基本動作イメージ  

 
 

◎ この基板を動かすために、別途必要となるもの 

   使用するには、下記のものを別途用意ください。 

    １．+12Vを出力する AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰまたは電源(ﾘﾚｰ出力端子に+12Vを設けている為+12Vに制限しています) 

(推奨 12V 1Aの ACアダプタ、安定化されたもの) 

    ２．LAN ｹｰﾌﾞﾙ、ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞなど(通常はﾊﾌﾞとｽﾄﾚｰﾄ結線の LAN ｹｰﾌﾞﾙで接続します) 

    ３．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄまたは LANに接続できる環境 

    ４．時刻補正源  (ﾃﾞﾌｫﾙﾄで NICT と民間NTPを登録してありますので、そのまま使用することが出ます。 

他に必要とする補正源に関しましては Web ﾍﾟｰｼﾞより 2つの登録済みｻｲﾄを変更して登録して下さい。) 

 

◎ 設置・接続 

    １．基板は、環境の変化が激しくない場所に置いてください。 

      (ｴｱｺﾝの風や直射日光などが当たる場所、高湿度や結露が激しい場所などは避けてください) 

    ２．LAN ｺﾈｸﾀ(CN4)は、ｽﾄﾚｰﾄ結線の LAN ｹｰﾌﾞﾙでﾙｰﾀｰやｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞに接続して下さい。 

    ３．電源ｼﾞｬｯｸ(CN1)は、φ2.1mm ﾌﾟﾗｸﾞ+12V電源を接続してください。(推奨12V1A ｽｲｯﾁﾝｸﾞ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

    ４．必要に応じ、F.G.(Frame Ground)JP1 をｼｮｰﾄして接地してください。 

(左下ﾈｼﾞ穴だけ F.G.に繋がっています) 

 

■ハードウェア説明 

 

・ RESET ｽｲｯﾁ：  ハードウェアリセットボタンです。ソフトウェアをリセットします。 

 

・ UP,RIGHT,SET ｽｲｯﾁ：  画面の切替や、カーソルの移動などを行います。 

      キー操作の項をご覧下さい。 
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・ CONTRAST 半固定ボリューム(VR1) 

    液晶表示器のｺﾝﾄﾗｽﾄ調整ﾎﾞﾘｭｰﾑです。 

時計周りに回すと表示が濃くなり、反時計周りに回すと薄くなります。 

 

・ ７segDISP ｽｲｯﾁ(SW5)： [DATE]に切り替えるとｵﾌﾟｼｮﾝの 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄﾓｼﾞｭｰﾙ(１段目)に日付を表示します。 

                   通常は[TIME]位置。 (詳しくは、8頁の「オプション」をご参照ください。) 

・ LEDについて 

基板上のLEDは、電源の状態とソフトウェアの動作状態により点灯します。 

 

LED名 点灯／消灯条件 

POWER (緑色)  電源が入力され、動作している時に点灯。 

SYNC (黄色)  時刻源と時刻が同期しているときに点灯 

READY (緑色)  LAN ｹｰﾌﾞﾙが接続されﾘﾝｸ[LINK]している、かつ IP ｱﾄﾞﾚｽ有効時に点灯 

TIMER (赤色)  ﾀｲﾏｰ ONの条件が満たされ、ﾀｲﾏｰ出力ONの時に点灯。 

 

 

■ 機能詳細・操作方法 

 

□ 時刻取得について 

   ○ ポーリングによる時刻取得 

    ﾏｲｺﾝ内部ﾀｲﾏｰにより定期的に問い合わせて自動補正を行います。 

    予め登録された 2個までのNTPサーバに交互に問い合わせを行い、時刻を取得します。 

   NTPの受信がﾀｲﾑｱｳﾄしたときは、自動補正失敗とみなします。 

 

  ○ブロードキャストによる時刻取得 

    NTPサーバからの時刻配信(ブロードキャストパケット)により時刻を取得、補正します。 

    ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞの参照先ｻｰﾊﾞｰを両方0.0.0.0 にすることにより、ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ受信専用とすることもできます。 

   最初の時刻補正は、時刻が配信されるまでお待ちください。 

 

□ キー操作 

 

○通常キー操作一覧 

画面 キー操作 動作 

UP 次ﾍﾟｰｼﾞを表示します 
通常画面 

SET ﾀｲﾏｰ設定画面を表示します 

UP ｶｰｿﾙ位置の数値UPまたは選択項目の変更 

RIGHT ｶｰｿﾙ位置右移動 ﾀｲﾏｰ設定画面 

SET 設定値の確定(次項目へ移る) 

 

 

○特殊キー操作一覧 

キー操作 動作 実行条件

UP,RIGHT,ENTER同時押し ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ初期化(設定値を購入時初期値(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)に戻す) ﾘｾｯﾄ時 

UP 
ﾀｲﾏｰ接点出力強制ON (N.O.側と COM ｼｮｰﾄ、O.C.ｼｮｰﾄ) 

但し、SGL,CNT ﾓｰﾄﾞ設定時OFF実行時OFF します。 RIGHT 

ﾀｲﾏｰ接点出力強制OFF(N.C. 側と COM ｼｮｰﾄ、O.C.ｵｰﾌﾟﾝ) 

UP 

を押し

ながら 
ENTER 

液晶初期化 

通常動作

時 
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■ 液晶(LCD)表示器について 

 液晶表示器は、以下の表示をします。 

 ◎ 電源投入時 

  1 行目に TS-NTP-CLOCK01 と表示されます。 

2行目には、ソフトウェアのバージョンが表示されます。          【 電源投入時LCD画面 例 】     

                                                  

 ◎ 通常動作中 

○ １画面目 

 年月日曜/:時刻が表示されます。 

 １行目、年月日の右端文字：時刻同期状態を表します。(１文字) 

 [A]:同期している [I]:時刻情報が不正 [U]:同期していない [T]:サーバ応答タイムアウト 

 ２行目、時分秒の中文字列：タイマモードを表します。(３文字)  

           [OFF]: TIMER OFF 

           [SGL]: SINGLE MODE 

           [CNT]: CONTINUE MODE 

 

 タイマモード横：接点出力状態を表します。(１文字)            【 通常LCD画面 例 】          

           [N]:ON 、 [F]:OFF 

 

２行目右端：時刻ポーリング有効状態 

[P]:ポーリング問い合わせ有効(ポーリング＋ブロードキャスト補正) 

[  ]無表示: ポーリング問い合わせ無効(ブロードキャスト補正のみ) 

○ ２画面目 (画面変更は[UP]ボタンを押す毎に変わります) 

 １行目： 基板の IPアドレスが表示されます。(A=Address) 

 ２行目： 基板のサブネットマスクが表示されます。(M=Subnet Mask) 

 

   ○ ３画面目                                    【 ２画面目LCD画面 例 】    

   １行目： 基板のゲートウェイ IP アドレスが表示されます。(G=Gate Way) 

   ２行目： 基板のDNSサーバ IPアドレスが表示されます。(D=DNS Server Address) 

 

   ○ ４画面目 

   １行目： 基板のNetBIOS名が表示されます。 

(TS-NTPCK01[固定]+MAC ｱﾄﾞﾚｽ下 2 ﾊﾞｲﾄ)                            

   ２行目： 基板のMAC ｱﾄﾞﾚｽが表示されます。(MAC: MAC ｱﾄﾞﾚｽ)   【 ３画面目LCD画面 例 】  

 

   ○ ５画面目 

   １行目： 次回時刻補正までの時間(時:分:秒)を表示します。 

        NTP時刻補正までの時間を表示します。 

           (CAL REM:+時:分:秒)                        【 ４画面目LCD画面 例 】  

 **:**:** 表示範囲を超えています。 

   ２行目： DHCPの状態が表示されます。 (DHCPCNT:+時:分:秒) 

        次回RENEWAL時間(T1)までの時間(時:分:秒)、もしくは 

下記メッセージ 

         INVALID： DHCPは無効です。(固定 IP ｱﾄﾞﾚｽになります)    【 ５画面目LCD画面 例 】 

         **:**:**： 表示範囲を超えています。表示範囲になると、数値を表示します。 

         INFINITY： リース期間が無期限のため、再申請しないことを表します。 

        RENEWAL： T1 時間経過の再申請で失敗しました。（IP アドレスは有効） 

            REBIND： T2 時間経過の再申請で失敗しました。（IP アドレスは有効） 

TS-NTP-CLOCK01

Version 1 . 00 . 00 

2013/12/30 MON A

10 :10 :41 CNT F P

A192.168.000.012 

M255.255.255.000 

G192.168.000.001 

D192.168.000.001 

TS-NTPCK01_xxxx 

MAC:0002CBxxxxxx

CAL REM:00:04:33

DHCPCNT:05:46:18



                                     -７-                           NTP 時計・ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ 

           EXPIRED： リース期間が切れ、再申請で失敗しました。（IP アドレスは無効） 

        ※DHCPサーバより T1,T2 時間が提供されない場合は、以下の計算により求めます。 

T1 = リース期間×50%  T2 = リース期間×87.5% 

 

■ タイマ設定・確認・変更  (設定内容はE2-PROMに書かれ、電源を切っても消えません) 

     通常の LCD表示画面で[SET]ボタンを押すと、ﾀｲﾏｰ設定画面が表示されます。 

     各設定画面では 10秒間ボタン入力が無い場合には、時刻表示画面に戻ります。 

 

1. タイマーモード設定 

      ﾀｲﾏｰの動作ﾓｰﾄﾞを決定します。 [UP]ボタンでﾓｰﾄﾞを切り替え、[SET]ボタンで決定します。 

     ◆ TIMER OFF 『OFF』  (ﾀｲﾏｰ未使用ﾓｰﾄﾞ) 

       タイマ動作をOFF(動作しない)します。 

       OFF を選択した場合は、ON/OFF時間設定や有効曜日の設定画面は表示しません。 

 

     ◆ SINGLE MODE 『SGL』  (24 時間内一回動作ﾓｰﾄﾞ) 

       設定されてから 1度だけON動作→OFF動作をします。 

       OFF動作後は、TIMER OFF状態に変わります。 

       SINGLE MODEは、有効曜日の設定には影響されません。 

       このﾓｰﾄﾞを選択した場合、曜日の設定画面は表示されません。 【 ﾀｲﾏｰ設定 ﾓｰﾄﾞ設定画面 】 

     ＊ 特殊な使い方[ONのままにしたい場合] 

        ON時間とOFF時間を同じ時刻にする。OFF時間は有効にならずTIMER ON状態になります。 

 

     ◆ CONTINUE MODE 『CNT』  (繰り返し動作ﾓｰﾄﾞ) 

       設定されたON時間に接点がON、OFF時間に接点がOFF を毎日繰り返します。 

       ただし、3.の有効曜日が設定されていない日は、ON動作、OFF動作を行いません。 

       『 動作例 』 ON:日曜、木曜有効、  OFF:水曜、金曜有効  

       日曜のON時間にON、水曜のOFF時間までON継続、 

木曜のON時間までOFF継続、木曜のON時間にON、 

金曜のOFF時間までON継続、日曜のON時間までOFF継続。 

 

2. タイマON/OFF時間設定 

      ﾀｲﾏｰ出力をONまたはOFFする時刻を設定します。           【 ON/OFF 時間設定画面 】 

      [UP]ボタンで数値を変え、[RIGHT]ボタンで桁を移動します。 

      ［SET］で決定、次の項目へ移動します。   

 

3. 繰り返しモードの有効曜日設定  (曜日の英頭文字表示で有効)  

      ON動作・OFF動作を有効にしたい曜日を設定します。      【 曜日ON/OFF有効/無効設定画面 】 

      [UP]ﾎﾞﾀﾝで有効(S-S表示)、無効(無表示)を変え、[RIGHT]ﾎﾞﾀﾝで曜日S->S間を移動します。 

      ［SET］で決定、次の項目へ移動します。 S=日曜,M=月曜,T=火曜,W=水曜,T=木曜,F=金曜,S=土曜 

    (上の画面例、日曜(S)は ON動作有効のみ、火曜はOFF動作有効のみ、他の曜日はON動作OFF動作 

有効の意味。 即ち、日曜にONして月曜にOFF、その他の曜日はON/OFFするという事になります。) 

  ※ ﾀｲﾏｰがＯＮの間は、[TIMER]赤 LEDが点灯、O.C.出力とﾘﾚｰ接点出力がONします。(端子は 12頁参照) 

 

■ Web ページ 

  本ｿﾌﾄｳｴｱは、一般的なWeb ﾌﾞﾗｳｻﾞを使用してﾊﾟｿｺから時刻参照ｻｰﾊﾞｰの設定の変更を行うことができます。 

     (ﾌﾞﾗｳｻﾞは InternetExplorer を推奨いたします。) 

○ ﾊﾟｿｺﾝのWeb ﾌﾞﾗｳｻﾞを起動、ｱﾄﾞﾚｽ入力ﾊﾞｰに、「http://ts-ntpck01_XXXX/」と入力します。 

    ( X 部分は、基板のMAC ｱﾄﾞﾚｽ下位2バイト(後半4文字)を意味します 液晶２画面目で確認できます。) 

- - TIME MODE- - 

CONTINUE  MODE 

 ON WDAY:S TWTFS
OFF WDAY: MTWTFS

 ON TIME  00:00:00 
OFF TIME  00:00:00 
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○ 時刻参照サーバ設定 

   時刻を参照するNTP ｻｰﾊﾞｰを設定することができます。 

   参照順番は、SERVER1、SERVER2の順になります。 

   下記いずれかの設定で入力します。 

・ IP ｱﾄﾞﾚｽ形式 xxx.xxx.xxx.xxx (例：133.243.238.163) 

・ NetBIOS名 (例：ts-ntp-server) ﾋﾟﾘｵﾄﾞが入ったり 

15文字を超えるとﾎｽﾄ名として扱われDNSでの 

「名前解決」になります。 

・ ホスト名 (例：ntp.nict.jp) 

  IP ｱﾄﾞﾚｽ形式で入力するほうが、「名前解決」処理をしない 

で済む為、時刻補正が早くなります。                       

    000.000.000.000 を入力したとき、その項目は無効になります。  【 設定画面とﾃﾞﾌｫﾙﾄの接続先 】 

 ﾃﾞﾌｫﾙﾄで 2つの代表的なNTPｻｰﾊﾞｰ(情報通信研究機構(NICT)のNTPｻｰﾊﾞｰとｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾏﾙﾁﾌｨｰﾄﾞ㈱運用の 

NTP ｻｰﾊﾞｰ)が設定されていますので、あえて設定する必要の無い場合、設定無しでそのまま使用できます。 

 

■ オプション 

    ｵﾌﾟｼｮﾝの、SPI 接続 8桁７ｾｸﾞﾒﾝﾄ･ﾓｼﾞｭｰﾙ表示器(要別途用意)を 2個まで直列接続することができます。 

   ※ 対応の 8桁 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ・ﾓｼﾞｭｰﾙ表示器は、 秋月電子 通販番号[M-06681] 1 個 1,350 円。 

当基板のｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ接続(CN3)では、ﾓｼﾞｭｰﾙは１個しか載りませんので、１個使いとなります。 

6Pのｺﾈｸﾀ付きｹｰﾌﾞﾙ※でCN7 と 1個目の 7 ｾｸﾞの IN と接続、1個目の 7 ｾｸﾞの OUTから更にもう一本の 

ｹｰﾌﾞﾙで 2個目の 7 ｾｸﾞの INに接続可能です。 これら直列で 2個使いの接続が可能です。 

表示器は消費電流が大きいですが、この電源は基板上に発熱の少ない+5Vのｽｰﾊﾟｰ 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

(U3)を予め搭載しております。    (※ 本ﾏﾆｭｱﾙ 9 頁下段参照) 

 

○ ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ１個使いと、ｹｰﾌﾞﾙ接続２個使いの１段目： 時分秒・ﾀｲﾏｰﾓｰﾄﾞ・時刻ｽﾃｰﾀｽ表示 

     タイマーモード： 上段点灯：OFF、 中段点灯：SINGLE[SGL]、 下段点灯：CONTINUE[CNT] 

     時刻ステータス： [A]同期している [i]時刻情報が不正 [U]同期していない [t]サーバ応答タイムアウト 

時刻ｽﾃｰﾀｽ：同期  不正  非同期  ﾀｲﾑｱｳﾄ  

ﾀｲﾏｰ･ﾓｰﾄﾞ： OFF 、 SGL 、 CNT  の表示になります。 

     上の表示例では 

      時刻は２４時間表示ですから 午前１時45分 23秒             

ﾀｲﾏｰ･ﾓｰﾄﾞ[CNT：連続]   時刻ｽﾃｰﾀｽは[A：同期している] の意味 

 

   ○ ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ１個使いで 7segDISP ｽｲｯﾁ sw5が[DATE]の時と、ｹｰﾌﾞﾙ接続の２個使いの２段目： 年月日表示 

 
   ○ ｹｰﾌﾞﾙ接続の２個使いで[7segDISP]ｽｲｯﾁ[DATE]時、１段目：年月日表示、 ２段目：全消灯します 

一段目   2 段目  

時刻ステータス

タイマーモード 
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■ デフォルト値 

項目 デフォルト値 

IP アドレス取得方法 DHCP ｻｰﾊﾞｰによる取得 (IPの固定は出来ません) 

HTTP ﾎﾟｰﾄ番号 80h 

NetBIOS名 TS-NTPCK01_XXXX(XはMAC ｱﾄﾞﾚｽ下位2 ﾊﾞｲﾄ) 

NTP ｻｰﾊﾞｰ１ 
ntp.jst.mfeed.ad.jp 

(210.173.160.x (x=27 or 57 or 87)) 

NTP ｻｰﾊﾞｰ２ 
ntp.nict.jp 

(133.243.238.x (x=163 or 164 or 243 or 244)) 

NTP ｻｰﾊﾞｰ応答待ち時間 2000ms 

NTP補正許可幅 ±5000秒 

 

■ ヒューズビット設定 

  16 進数での設定値 Low:F7h  High:D7h  Ext:FCh 

ﾌﾞﾗｳﾝｱｳﾄ電圧 4.3V 

ﾌﾞｰﾄﾘｾｯﾄﾍﾞｸﾀ無効 ﾌﾗｯｼｭｻｲｽﾞ 256word  ｽﾀｰﾄｱﾄﾞﾚｽ 3F00h 

ｸﾛｯｸ 8分周 無効 

ｸﾛｯｸ出力 無効 

ﾁｯﾌﾟｲﾚｰｽ時EEPROM領域 保護 

Debug Wire 無効 

ﾘｾｯﾄﾋﾟﾝ 有効 

SPI 書き込み 有効 

WDT 無効 

ｸﾛｯｸ選択 外部水晶ﾌﾙｽｲﾝｸﾞｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ 16k CK/14CK CLK+65ms 

 

■ 内部固定値等 

計時及び内部タイマ精度 3.3ms 

ARP ｷｬｯｼｭﾃｰﾌﾞﾙ保持個数 4 

ARP ｷｬｯｼｭ保持時間 1200秒(20分) 

DNS ｷｬｯｼｭﾃｰﾌﾞﾙ保持個数 4 

TCP ｿｹｯﾄ破棄時間 60秒 

 

● 開発環境 

  IDE: AVRStudio 4.15 

  Compiler: AVR-GCC 2010.01.10(4.3.3) 

 

● 8桁 7segLED ﾓｼﾞｭｰﾙ延長用ｹｰﾌﾞﾙに関して(参考)    

ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用 2.54 2x3 ｺﾈｸﾀｰ 1個 130円程度 (6Pのﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙの両側に圧接して使用します) 

ｹｰﾌﾞﾙは、当社にて長さ指定の受注製造を予定しています。 

 

     ６Ｐコネクタ付きケーブル例  
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■ 実 体 図 

            組み立ての参考にしてください。(取り付けには部品の向きにご注意ください。) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

液晶表示器は、2個のﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ用ｿｹｯﾄをﾊﾝﾀﾞ付けします。 

 

 

   下記サイトで、製作の参考と成る写真や追加、変更情報等を見ることが出来ますので、是非ご参照ください。 

            http://tristate.ne.jp/ntpｃｌｏｃｋ01/ntpｃｌｏｃｋ01.htm 

ﾀｲﾏｰ出力  CN5 

リレー接点出力ｺﾈｸﾀ

詳細は12 ﾍﾟｰｼﾞ参照

電源入力ｺﾈｸﾀ 

DCｼﾞｬｯｸ CN1

LAN ｺﾈｸﾀ RJ45 

ﾄ ﾗ ﾝ ｽ 内 臓

[ｵﾌﾟｼｮﾝ]7 ｾｸﾞ表示器用 

ﾌﾗｯﾄ･ｹｰﾌﾞﾙ接続用 

ｺﾈｸﾀ CN7 2x3 ｵｽ 

液晶表示器ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ

用ｺﾈｸﾀ LCD2 1x5

25MHz ｸﾘｽﾀﾙ

LAN用  X2

液晶表示器用ｺﾝﾄ

ﾗｽﾄ調整ﾎﾞﾘｭｰﾑ

VR1右回しで濃く 

EE-PROM 93C46  Ｕ6 

(8 ﾋﾟﾝ IC)をｿｹｯﾄに差し込む。

ｿｹｯﾄのｷﾘｶｷに合す。 

19.6608MHz

ｸﾘｽﾀﾙ X1 

ﾘｾｯﾄ･ｽｲｯﾁ

[RESET]  

SW1 赤色

LED と主要 IC、抵

抗、ｺﾝﾃﾞﾝｻは実装

済みです 

2x7 ｿｹｯﾄ(ﾒｽ) LCD1 

1x5 ｿｹｯﾄ(ﾒｽ)  LCD2 

(ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ電源供給用) 

両側の 2 ﾋﾟﾝのみﾊﾝﾀﾟ 

真中のﾋﾟﾝは何もしません

3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ 

7805 U1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ系 

F.G.(ﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ) 

ｼﾞｬﾝﾊﾟ JP7  

※隣のﾈｼﾞ穴が F.G. 

ﾀｲﾏｰ出力確認LED赤色 D5

ﾀｲﾏｰ O.C.出力ｺﾈｸﾀ CN5 

ﾘﾚｰ RL1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 7 ｾｸﾞ用

ｺﾈｸﾀ (CN3 と対)

ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 7 ｾｸﾞ用

日時表示ｽｲｯﾁ

[7segDISP] 

ｵﾌﾟｼｮﾝ ISP 

CPU書込用 

状態表示LED D3/D4 

[READY]緑,{SYNC}黄 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 6個 

ﾏﾆｭｱﾙに従い向きに注意し

て取り付けます。 

表示切替/設定用ｽｲｯﾁ 3個

[UP]SW2,[RIGHT]SW3黄色、

[SET]SW4青色 

[ｵﾌﾟｼｮﾝ]7 ｾｸﾞ表示器 

ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ接続用、接続 

ｺﾈｸﾀ CN3 と右端2x5 ﾒｽ 

液晶表示器用 

ｺﾈｸﾀ LCD1 

2x7 ｵｽ 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 7ｾｸﾞ表示器用

ｽｰﾊﾟｰ3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

 U3  

電源LED緑[POWER]



                                     -１１-                           NTP 時計・ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ 

■ 回 路 図 

 
 

 

回路図、ﾏﾆｭｱﾙは、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからダウンロードも可能です。 

http://www.tristate.ne.jp/tsjob007-2htm 



NTP 時計・ｷｯﾄ・ﾏﾆｭｱﾙ                            -１２- 

■ 補足説明 

◎ 端子について 

 

 

○接続する時刻源の時刻精度の良さについて 

精度の良さは、GPS 補正のNTPサーバー、NTP ブロードキャスト補正(時刻配信)の順です。 

GPS 補正は、GPS モジュールからのPPS 信号で常に補正されるため、一番精度が良いです。 

NTP 補正は、サーバの選択や経路の遅延によりバラ付きが出る可能性があります。 

なるべくネットワーク的に近く、通信時間が安定しているサーバに設定するべきです。 

ネットワーク内の通信負荷を抑えるなら、時刻配信の受信による補正が良いでしょう。 

JJY 補正のNTPサーバーは、電波時計自体がある程度のズレを持っていると思ったほうが良いです。 

１秒以内の時刻を保証するものとして扱うべきでしょう。 

 

○ソフトウェア中の時刻ライブラリについて 

UTC ベースの時間管理ルーチンは、赤松武史氏がAVR 用ライブラリとして公開している簡易版time  

モジュールを使用させていただきました。 

(C)ChaN,2005： http://elm-chan.org/index_j.html 

簡易版 time ﾓｼﾞｭｰﾙ： http://elm-chan.org/index_j.html 

 

■ 最 後 に 

   このキットは、「黒猫電脳研究室」のご協力で実現することが出来ました。 当社の時計ｼﾘｰｽﾞ「電波時計」 

「GPS世界時計」とこの「NTP時計」でほぼ完結いたします。ご要望の多かった LAN経由での時刻表示時計 

になります。 又、当社時計ｼﾘｰｽﾞで初の 1ch ですが、曜日管理が可能な「ｳｲｰｸﾘｰ･ﾀｲﾏｰ」を内蔵いたしまし 

たので、広範囲な場面での利用が出来るようになりした。それと、これも要望の多い７ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示もｵﾌﾟｼｮﾝ 

で可能となり、個人だけでなく会社、工場、病院等での使用も可能で、ｱｲﾃﾞｱ次第で、色々な場面で使用でき 

ると思います。  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

 

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

NTP時計・キット・マニュアル   第 1.0 版 
2014 年 1月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
http://tristate.ne.jp/ntpserver/ntpserver.htm 
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